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その聞の歴代大統領はすべて 6年

'. ，，，，.、で進出するえlillが高まりつ~ある。その主

うな背景として，第 1にメキシコの政治的安定が

あげられる。現在の与党である f制度的革命党J

, l'artido Rev"lucionario Institucinnal、略称 PRI〕

i t l ~ I：＿＇（年代後半山 0）貫して Jキ乙コの政権引IJ

聞の任期を満了したのち，選挙によって選ばれた

伶,fiJ;r"i"に政権を制ljえしていること，第2次大i（制作

( it:.軍部は11幻j)/ I焼台からiをi)JL，大統領iよ丈

民の出身者によつて占められていることなどはそ

し＇） I ::J ・・ 

守シ了1通貨の安・；t十t-CC・ある。メ干 Lコ．ぺソはEli4 

年以降1ドル立12.5ベソの為替レ一トを堅持して

L、1、二 c.'

lリ(j():i:＂代後半 lニu：，出されたメ：＼－シコ政府の［TJJ立

地帯工業化計困の予想、を大幅に上回る実績があげ

そのほか、メキシコが多国籍企業の進出

tこ必要な諸条f'I二日〕iととんどすべてをλたしている

一二とも重要なぶである。

しかし最近のメキシコ国境地帯への関心の憩激

な而まりのより白Ji;ri(J要因としては米中接近と ν

う国際関係の新展開び）あおりを受けた台湾の輸出

加工区の評価の変化を無視することはできない。

とくにアメリカを輸出市場とするわが国の電子工

しかも為替管理はまったく行なわれていな
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当してきたが，

られる。

の経済成長

おり，

て：1λ 品工

ガードマンが

二，j）時

まで関係者以外にはまったくその実態が知られて

いなかったメキシコ国境の保税加工工場地帯が現

在では世界の多国籍企業内ltHの的とたどjtコ、た

っている。

従来アメリカ企業の独占的状態にあった国境地

帯にいまやEC諸国，日本，カナダなどの企業があ
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業その他の多国籍企業活動にとって，メキシコは

またとない方向転換の機会を提供する可能性が大

きいとみられている。

日本の円をめぐる国際通貨情勢はこのような気

還に拍車をかけつつある。時あたかも， 1970年12

月に発足したヱチェベリア政権は大統領自身の最

初の外国訪問国にわが国を選んだことにもみられ

るように，なかなかの親日政権である。その根底

にあるのは外国資本の 3分の 2を占めているアメ

リカ資本からの脱却という意図であり，外資多様

化という視点、からわが国によせる期待はなみなみ

ならぬものがある。

以下，本稿では，まず，メキシコが発展途上国

のなかで「模範的」といわれる経済成長実績を達

成したにもかかわらず，国境地帯に多くの失業者

が密集し，政府に国境地帯工業化政策の実施を迫

った背景を探り，ついでその国境工業化計画の進

展の過程におヤて生じたさまざまな問題点を｜順次

検討することとする。

II メキシコの経済成長と不均衡発展

1960年代初頭に国連が「開発の10年」として低

開発諸国の開発問題に本格的に取組む姿勢を示し

た当時，世界の発展途上国のなかで，「メキシコの

奇跡」とよばれ，注目を浴びたメキコの経済成長

の実績は1940年代5.6%,1950年代5.6%という年

平均成長率（実質）の持続的発展を指していたが，

これは当時の発展途上国の一般的水準からみてき

わだっていた。「進歩のための同盟」（Aliancefor 

Progressまたは Alianzapara el Progreso，略称 AL-

PRO）計画がその援助供与対象国のあるべき姿と

して，政治的安定と経済発展とが結びついた模範

的事例ともいうべきメキシコを想定していたとい

われるのもゆえなしとしないところであった。そ

の後1960年代の10年間にもメキシコ経済の成長は

いっそう加速され，年平均成長率は7.1%に達し，

1960年代後半から急速な経済成長局面を迎えたブ

ラジノレの事例とともに発展途上国としては「別格

の」成長ぶりとして，クローズアップされている

ことは周知のとおりである。

しかしながら，そのような国民所得レベルでの

めざましい成長を達成する過程において，無視す

ることのできない重大な不均衡発展が生み出され

てきた。そのような不均衡発展がもっとも深刻な

形で現われているのは，第 1次産業部門である。

第 1表にみられるように， 1965～69年の年平均成

長率をみたぱあい，国内総生産の成長率7.1%に

対して， l次産業部門の成長率は農業0.2%，漁業

0.9%，林業3.0%，鉱業3.8%，牧畜業6.2%であ

り，とりわけ農業の停滞は著しい。ちなみに高度

成長部門は電力15.5%，建設業 11.0%，石油 9.5

%，製造業8.6%，運輸・通信8.2%，商業 7.7%

となっている。

さらに，上記のような産業部門聞の不均衡発展

もさることながら，産業部門内部の不均衡発展が

事態をいっそう悪化させている。たとえば農業が

最も停滞していたことはすでに指摘したとおりで

あるが，その停滞部門たる農業の内部にさらに著

しい不均衡発展が存在する。すなわちメキシコ北

西部のソノラ州，シナロア州，ナヤリ州におけるア

メリカ市場向けの輸出農産物生産地域には多額の

農業投資が行なわれ，農業施設や制度の改善，近

代化が集中的に行なわれた結果，非常に高度の生

産性を実現しているが，その他の地域の農業がま

ったくの停滞的状況にあることは，圏全体の農業

の成長率が0.2%であったことからもうかがえる。

また工業部門内部においても，農業のばあいほ

ど極端ではないが，同様の事態が生じている。
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1960年代の製造業23業郊の年平均成長＋：を検討し

てみると， 23業種全体の平均成長率を lボ！った業

種は（1）紙および同製品，（2）基礎化学，（3）合成繊維，

樹脂，プラスチック，（4）楽乱，（5）その他の化学工
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属製品，（9）肥料，殺虫剤，（10）電気・電子機器，（11)

機械，（12）自動車および部品の12，業種であれ平均

成長率を f同ったのは，（13；食料品，住il飲料‘同タ

パコ，（16）繊維，間履物・衣料， (18）皮立ておよび同製

品，（1倒木材および同製品，仰）印刷，出版および関

連産業，位1）ゴム，凶輸送施設，凶その他諸産業の

13業穫であるC/11)0

そし℃1965年の工業センサスによれば，低成長

業種は：事議所数が9万4577で，全工業事議所数の

69.9%，全工業就業人口の58.9%，平均投資額

320万ベソ、 1人あたり所得 1万 3412万ベソであ

ったのに対し，高成長業種は全工業：事業所数の

30.1%，金工業就業人口の41.1%，平均投資額

890万ベソラ 1人あたり所得 1万8763ベソて、あっ

た位2）。
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とのように，一方には小規模で，投資額が少な

し生産性もHtく，低賃金が一般也している業屈

があり，他方には大規模で，多額の投資を行ない，

高度の技術進歩を導入して，高生産性，高賃金を

た現している業簡が存在するという産業構造のニ

ミ性が顕在化してきたのである。

さらに重要な点はこのような不均衡発展が外国

資本との関係を通じていっそう加速されるという

ことである。アメリカの対メキシコ直接投資は，

19GO年の7能回収）7j'ドルから1968年には17億2000
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(11¥i可） Clark W. Reyno］，い， The.'¥J,・.rican Economy; l'zc1・11tii'tlト（シnturyStructure and Grnτ，，th, Yale 

University Press, New J-I札口en日rnlLondon, 1970, pp. :186, :,90～：l'l'.2, :3113より作成。

<tU 地域の分類はつぎのとおり C :Iと却に平洋地域はパハ• 17 'i ・; 1・ y：二 T1t［，同準州，ナヤ I}川，シナロアHI,

ソノラ州，南部太平洋地成；tコワーパi‘チアパス灯、l，グし口！！？‘オγJ、カ1-1・

チl、｜’キン夕ナ．ロウ準州，タパスコリ‘1-1，ベラクノレス州、l，ユカタン州，中央部地域はアグアスカリエンテス州，連

書日区，グアナフアト州，イダルゴリ-ii，ハリスコ州、l，メヒコ州， ミチヨアカンナH, モレロス州， プエブラ州，ケ

レタロ州， トラスカラ州，北部地域はコアウイラチ｜、l，チワワチH, ドウランゴリ・M, ヌエボ・レオン州，サン・ 1レ

イス・ポトシチl、｜，タマウリーパスチH，サカテカス州。

万ドルに増大しておにその間の年不均増加率は

10.1%であったが，製造業部門にたj寸る投資は 3

{J；；！；リ100万ドルから12億9000万ドルに Jr)加してお

り，その聞の年平均増加率は16.1%であった。こ

のように外国資本の投資，さらには外国の技術の

導入が高度成長部門に集中することによって，不

均衡がいっそう拡大されている。

産業部門別，業種別の不均衡発！廷に）JUえて，地

域間の不均衡発展がある。第三 みられるよう

に，北部太平洋地域（パノ＼・カリ Yォル アチH，ソノラ

川｜，シナロアナM，ナヤリチM，パハ・カリフォルニア準州〉

は1960年に農業人口の 7.7%を占めたが，農業生

古川17.9刊を生産し， 1949～日年の農業生産の成

長は＼:i~ 'i寸＊の平均のほぼ2.5｛古であり，北部地域の

6 ff(であ v、たη また 1人あたり農業生産市は6500

ベソで，国全体の平均の 2倍半をこえた。この地域

の濯i慨は国全体の42.9%を占め，資本集約的生産

技術が導入され，輸出市場向けの作物が大部分を

占め，伝統的作物のトウモロコシはその地域の農

業主「主のl'.:.8%を占めるにとどまっている。 1960

年に 4万547；）の農場があり，エヒード農場（注目は

そのうち 2.3%であった。 1農場あたりの平均可

耕地面積は約55ヘクタールで，全国平均の 3倍以

上であった。このように北部太平洋地域の農業が
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伝統的／1：がうじ＇Jft月tをIや心としてよii), :,'l:'"l(Clfilff'.1 

水ヰJiもさ才〉めど｛心、状態；二点Jゐ（＼L！子と今！！刊に

つぎに工業部門につし、てみゐと、 dキンコぴ〉ユJ

’主化が!flj苛中心地［｛，jけの輸入代梓仁主化と Lてi立

められてきたという事情を反映Lて (I）ヰt/1<'.

もまた特定地域への集中化傾向を示しているコそ

のよう江主中化過程は1950年代内はじぷjにすで仁

発守二してJ；り、 / ＼一乙コ i行をLjlι、と一ずるJ宝;11;1又：／～ 

lナで走王了斉／，i;正dJ人ii （｝）コ9.4',:,o, 工、主3志y主r'1♂下：7討＇；；

をJiめ，そjIi，二－）－－jくへラヴ Fレ王J、H‘ Z二二；J、．レ

）ナン J白1、！， / l：コ州の；i,J十｜？をふ ;j ，せとうと王手消 i，~ !ftlJ人

円引1'1.:2'){,, ］：支給生i)p'の；lO.O＇，＼，を r!i ，！、t，さ「〉；：

チワワ HI，ハ IJスコ州、二1 j'内 －（ l ］十i,fア！・ 7γ  
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；、，1,:1の！ ,111を点、 ？.)1主るとi平i斉t舌重／J人口のlK.:l'.' 

l：主総守三rf亡の1“：lSoをJ；め， これ「フ［小’f：日十｜｜をあ

j叶土ると経済泊所j人口 er〕（il.!lいo, 仁業f芝生！立：（／）

';-l. l 0：， をlト1めてLfこの

l山（）年からtiO年までの10年間に集中化過程はさ

(, I：強化さjl, 1川（）年には，連邦い：だけで工業総

生啓の.1().i-:•泌を占小，それにつイく 7 ，）刊の集中！支

は行千店下 Lたιのの． ｜二（立村川をあわせると．

経済活断j人口のい7.9°ふ工業総生産の即ゴ%を山

めfこc

以後19（百年までに，連if'III：＜：の集中！支：J:＼、くぶん

jJ'i;ドし たばmi, バヒコイ十｜， Zエボ・レ寸ン Jト｜しぺ

｝ケルス小l・I，ハ I！スコ川が集中度？と）（fibわたほか，

新たにノ〈ハ・カ 1)7 オル二アナ1・12こっnヱブライIIが工

::¥".Pi吉辰川どして介預L，上位付リ十｜をあわせる .l::工

王将、生町 l')8~＂：，ラこれに新柄f，頭円三川をiJII える

と実にユ；主総生産の出，6Sパ｝二これ人上位10州によ
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（出所） Luis Unikelメブ‘C川何ntrat、iimindu叶

rial y desarrollo socioecon6mico en Mexico，＇’ 

Re11ni,,11 nacinnal j,a1 a el est11dio d1 J《lesano 

llo industrial de ,Hi'.rico, 1リ70,p. 1片（｝

（注） (1) 連邦区， トラノレネノミントラ，ナウカルパ
ン，ヱカテ..吋ク，イー Jルアヨ〆をλ、： L・。

(2) モンテ L f，サシ々・カケリーナ， ヴノレャ．

ガルシア，サン・ニコラス・デ・口ス・ガルサ，

グアヅルーぺ全ふくじ
(3) グアダヲノ、ラ， サホノξン， トラケ／、ケをふく

む。
(4) プエブラ，クアウトランじンゴをふくむ。

(5) トレオン，レノレド，ゴメス・ノfランオをふ〈

む。
(6) ／ガーレス，カメ I)/, z；ド叩，テナンゴ・

デ・リオ・ブランコをふくむ。

ソて占められたこと iこなる OB:i表参J'.(干し

以上州別にみた工業発展の集中傾向は具体的に

は各州の主要都市（大部分は州都〕への集中とな

汁て現われて＼，心。 196δ年に（士、全i工iにそのよう

な工業発展の拠点都市（全国の工業総生選の0.5%以

仁を占めと〉：都市）が16おにそれらを f.,I、せるど工

業総生産の70%を占めた。とりわけメキシコ市は

全国の工業総生産の47.5%をi1iめ，；との他のLiH日

市のC，，；十をし U刈、に。上位 (im；市を：あわせ，ふと工

業総生産の62.3%に相当し， 7位から16位までの

10都市をあわせた工業総生産法第 2{.'1：のモLテレ

イ市に等しいが，第 1位のメキシコ市の 6分の 1

にすぎ去し、。さらに Jキシコ l「Iの工業生産は連邦

｜£とメヒコ州の88.9%，モンテレイ市はヌエポ・

レオン HIの67.0%, 7アダニゎ、ラ市はハリスニI州

の58.2%を占めている（第4表参照）

以上のような産業部門別，業種別，地域別c＇）不

均衡発肢は所有分配の著しい格差仁反映され，発

展からとり騰された部門には悶民所得レベルでと

らえ「〉れた布L、経済成長率とは対照的に，きわめ

て低い所得と生活水準が一般化され，そのような

状況♂7弘かから，高賃金，生i，~水草の向上を求め

る労働力移動が生ずることになる。そしてそのよ

うな必働力にとって長も魅力的な服用はメ γンコ

l'fil内ではなく，国境をこえたアメリカ南部の農業

プランチーシコンにあったため，メご干シコ北WI＼の

国境地帯にアメリカへの出稼ぎを目的とする農業

労働者が密集し，しばしば社公的た虫、張を生丸出

すこと；こなった。メキシコの陪代此体がU、fllも

北部国境地帯の対策に頭を痛めた原因はこ斗にあ

る。つぎにそ ;J）ような出稼ぎ労働背の実態、を九る

ことにする。

CI. l ) Banco Nacional de Comercio Extc了ior,

S. A, 1¥llexico: La Politica Econ6m1ca del Nue1.10 

Gobie, no, :vlcxico, 1 甘71,p. 40 

（注2) Secretada de Indus（γia y Cnmercio, Di-

recci6n General de Estadistica, VIII Censo 

Indu.・、trial,l.'Jli6, Mexico, 1り67.

(/t ,l) L ヒードはメキ γ コの農地改午によって実

N 'llた独111' 土地ei::u形態＼、農民， t:I~地め 1\1,f,j権

はもたないが，利)fl権をもっ共同耕作地のことである。

くJlしくは可ィ［井寧「人キシ j ' lエヒードの現状と 1g1

lllJ.,.',c, I C滝川lt'f，，.斎iii;、（.i＇漏『 l J アの，；＇； 'le～協同記l，＇；』

アジア経済研究所 1973斗〉を参照されとい。
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　アメリカへの出稼ぎ労働の実態
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回アメリカへの出椋 ぎ労 働の ぷjf

メキシコはアメリカ合衆国と全長約3400キロメ

ートルにおよぶ国境線で接している。拍子jこの北

部国境地帯は，広大な砂混と荒涼たるJLJ岳：二よっ

て，メキシコ市，グアダラハラ，モンテレイなど

の政治，経済，文化活動の中心部から孤立状態に

あった。

この北部国境地帯に19世紀末ごろから「ブヲセ

ロ」（Bracero）とよばれるアメリカへの出稼ぎ鰻業

労働者が集中しはじめた。かれらは国内芥j也の農

業の停滞によって排出されたものであハたが，メ

キシコ革命が勃発した1910年には，すでに10万人

が短期滞在者としてアメリカに入国し，農業労働

に従事していた位日。

1917年に「移民法jが制定され，アメリカとの

聞に移民協定が締結された。 1920年にブラセロは

20万人以上に遣したが，当時の総人口が1400万人

であったことからみるとその比率はかたり尚L、。

その後，アメリカの農場経i道者がブラセロに家族

11子びょせを許可するなどの優遇策を講じたため，

流入増加が続いた。

1929年の大恐慌を機に大量の強制送還が行なわ

れたが，アメリカ国内の景気の回復とともに，ふ

たたびプラセロに対する保護が拡大され，人数も

増加したc

第2次大戦はメキシコとアメリカの「苦隣友持j

関係を生み出すことになったが，ブラセロ問題も

この時流にのり， 1943年には，約30万人を対象と

して，その入国，所得，役出契約などに｜泊する最

初の政府間協定が締結された。しかし，乙のよう

な正規のルート以外にも国境のリオ・グランデ河

を泳いで渡り不法入国するものも多しかれらは

「ウェット・パックJ(¥.¥' et Dack｝とよlfh，正規
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の入｜主i者よりはるかに劣悪た条件で雇用された

（沿 2〕

1945年にはこのような実情をもりこんで，協定

が改訂され，さらに10万人の入国が追認され，19Hi

fF-には工業部門 ,c，の就業も許可されたが，当然の

ことながら，工業部門では農業よりもはるかに有

利な賃金，労働条件が提供された。

19・18年にアメリカ仰の要求により，アメリりl司

内でft居登録を行た ＇） ていない 4キンコ人を本｜司

へ送還し，住謄登録を行なったものに対しては有

利な賃金，労働条｛＇ j：を提供するととポ協定にもり

こまれた。他方，内工ツト・パソケの入国はあと
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以上のように，国内の経済活動から孤立した国
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（注 1) Banco Nacional de Mむico,Examen de 

las Situaciones Econ6micas de Mexico, 1970, Feb幽

1ero, pp.15-17 

( ii 2〕 山本辺『［｜：南米』右・，1之，lfli, 1960年 :! 3 

へ← dにはウェソト・パックの実/ii；こ｝いてドラ J チ

ックな叙述がなされている。
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カ寸ケココI

第 i:¥(判長；二

つL、ごLtカトケlJI二H）； とJ干シコぷ：Tl詰i二ii:rjJ L 

-c し、ζ，，，

;:;fi H07条；こ－）し hてはメキシコ；lti:J:一民＼.

丹治11T.Jt｝，介出1（口二Jl；でふ；） , 
，
 

1
7
 

ド
川
町

る uns k主主mu
Jl]l,土，nW-J利点。 f_n：弘斡IJcl，香港， λぺ 1斗，131 力十プと 1i!J（火市i十二ね、j仁｛声1J1t'.JにHt資料Cかど、＇：＇.＇

トー J スラヒアなとにすで i~r&立されて L 、た愉出｝］ 111示、5'く，メ￥ン I l よ （，－~；＋ぶJ:33007) j、ルミ，

メキンコと γメリカは国境IJIL l二r.t誌に比較し亡、ifi：束、東南アジアよりは多U、が，ト，1i京1Jブt也知L

しかもおおも立国政策にもと， ＇＼、亡

建設－＂ AtてL、fこ最而殺の高速道路が完備されて1,、

たため，輸送コスト面のメリットがきわめて大き

1!' －、T二h

乞按して:l3り，i諸国よりは少ない。

1:；己の役ii'.'J:U)＼玉川tニ，が1:uoo万ドルのktl＼が工

Jとの付（）%

こh；土メ

ti≫や設備の首貸料として支払われたが，

以！こはメ今♀ゴ；こ-x,tするものであ－， 1ニ。

I.ti境の両側のK1,
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w, 2図にみられるように，1,4) キシコの；t.,itカサト［l）人口）土1也Dr千fを？士止している



　アメリカ労働組織の反応
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市に「、ソイ／・プラントjt.n、しは fyランタ・

ヘメラ j （双子工場〉を設立すること守二.t，），資

本集約的生産工程をアメリカで行ない，労働j集約

的生産工穏をメキシコで行ない，しかも両γ程を

ほぼ－n出世に近い形で管理・運営しうるという

利点はアジア諸国とメキユ／コとの間の貸金格差を

相殺しであまりあるものとしているCi2 J。

(5) メキシコの労働事情。第6表にみんれるよう

に国境を隔てて，世界第 1J）高賃金国と低賃金労

働力のプー1レともいうべき闘が隣接しているとい

う事態はそれだけでも低賃金活用戦略にとって大

きなメリノトとなりうゐが，メキシコ，／ I労働者は

過去半itt紀以！二にわたぺてブラセロなぜ、 LUウェ

築 7義 メキシコとアメリカの賃金比較（1969年）

(Jil.{i'，：“ i-:・ル）

111刊号あたり針及 1.:,H司の
業 種

Jキシコ，T j リカ i七ヰE

i毛家忌庭a用エ機レ咋グ恋トロニ悔ク露ス 0.53 2.:n 4.4 
0.48 2.97 6.2 
（｝｛ラ1 2.51> •l.2 

n r長fl, 0.53 2.2斗 1.3 
（｝ゐ65 2.5什 l.O 

科 ’i!f: 機 0.85 3.01 :-l.fi 
そ の 0.50 l.65 3.3 
そ の 0.80 2.25 2.8 
そ の 0.66 3.66 5.5 
Jζ ヲ σ1 O.fi6 :1. ()I) 1.6 

（出所） ドnited States 1三，riffCommissionサ Fn,110-

mic Factors Afji:cting the Use of Items 807.00 

and剖8泊 。fthe Tariff Schedules of the 

United States, 1970目
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ット・パックとしてアメリカへ出稼ぎに行くとい

う経験をもってお川いわゆる f ／リカ的生ir'i様

式、生産様式への適応性の素地ができていたこと、

さらにはメキシコの労働組織は政府与党に代表を

送っており，政府が積極的に推進している攻策に

日十るような ζ トi_i.どの行重U士とらないこと，ソ

i勧ブJ需給の関1:i五，ウ、ら，労働首心＇）引き抜きや欠勤や

サボタージュがほとんどみられないこと，初等教

育の普及によ Fヲて技術修得の才l~l濯が作られてレる

ことなどは， 7 メリカの強力な労働組合や労働訂

保護立法のために労働力管理に少なからぬエネル

ギーを費やしてきたアメリカ企業にとってきわめ

て魅力あるものであった。

( ; I: 1 ) Banco '.'Jacional dじ Conwrcio Extcr i川、

Comercio Exterior, Ahril 1971, p. 274. 

Ci主2) 「アメりカ合衆 l!~ 関税委員会報告」によ

れL",  1時｜弘I°c.，ず判 lJ平均賃会： 1f, i"'!O .14ドル、円滑

ii :.::7ドノレ， メ l「 ’0.53ドノレ Lぺ、 し、る。

四アメリカ労働組織の反応

γメリカ圏内では，メキシコ回i克地帯の工3己イじ

V 

機還が高まり，ついに1967年12月にフロリダで聞

かれた米国労働総同盟産別会議室（AFL-CIO,Ame・ 

n,・cin Federation o: Labor and 仁Oli).'fが sof lndustri江

( )ri-';inizations：，の第 7回大会にお1、、て「メキ三ゴ同

境工業化計画の弊害」に関する決議が採択された

ことによりにわかに問題化したc 労組の主張の要

rr: t fアメリノJ（｝）賃金その他の労働条件がdキ乙

コ問境の賃金その他の労働条件によって不利な影

響をうけることのないように，政府が緊急に措置

を治ずるとともに．政府と議会は‘アメリカ凶外に

ijJ¥ 'fl を輸出せんとするアメリり {i:::~K；の資本輸i-uを

制限するために税制上，貿易上その他のメカニズ

ムを通じて積極的に介入すべきである」（」l〕とい



　アメリカ合衆国関税委員会の調査結果
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うものであった。要するに‘ア ） ＇） カ国外に雇用

を輸出する企業はアメリカの告白をの雇用の機会

を奪うものであるとして今政府の介入を要求した

わけであり，この主張はやがて「ハートケ・パーク

もとより付加価値関税制度はメキシコのみなら

ず，世界のすべての国を対%ミとしてし、るが，隣国

メキシコの低賃金労働力の流入がア d リカの労働

組合にとって最も底接的な沿っ伐と！：よ仁られたわけ

である。やがてアーカン作スリ刊のゲ 1.1ーン，ミ Fレ

阿議員によって「スムート・ホーリー関税法」の！ 香港，台湾） 2億500万ドノレであったこと，さらに

付加価値関税条項の廃止を求める法案が提出され； 1969年上半期にはメキシコ5910:JJドルに対して西

たが，否決されて今日にいたっている。

この問題に関して，アメリカ領事，館はつぎのよ 1

うな興味ある見解を発ぶしているiic o 

(1) 国境産業には「生産逃避たむ iすなわちメ

キシコ国境に工場を設立するために、アメリカに

おける生産活動を停止した企業はない。

(2) 国境産業の製品の主要輸出先はアメリカで

あるとはいえ，約25%はその他の市場に輸出され

ている。

(:3) 国境産業の製品のアメ＇）力不原材料，中間

財使用比率は他のいかなる［LIよりも山jい。

(4) ！議境産業に従事するメ守シコ人労鋳者はそ

の所得のかなりの部分をアメ I）心で消費する傾向

がある。

(5) 国境産業は相互補完的な関係にあるツイン

．プラントや倉庫をアメリカ悶内に設立させるこ

とによってアメリカ国内に新渋川記用を創造しつ

，）ある。

(6) アメリカ企業のなかには，低賃金労働の利

用なしには輸入品と競守子でき le~ 、と竺張している

ものがかなりあり，メキシコの低賃金労働が利用

できなくなると，現在輸出されてU、る中間財の生

ドイツ 3億3120万ドル，カナダ 1儲2070万ドル，

極東諸国 1億、2280万ドルで、あったことを指摘し，

J干シコ／ノイ寸加価値関税制度の最大の受益国では

ふレ cl)};.t,,_ 「フず，その「国境工だ化計f1I1jJ i主労働

)j雇用と U勺点からみて，ア／ 1.1力はもとより，

他の低賃金諸国とも競合するものではないことを

証明した。

（注 1) 1967年12月大会における決議，“Abusesof 

Mexico’s Industrialization Program”． 

（注 2) Jorge Gonzalez Arce and Robert D. 

Schoo It-了，“ Attitudesof Resident討 toward United 

Statが MじxirnBorder Industrialiシ：ati川〕” λfSUBusi-

¥ ll I'S‘Toρi，、－＇， 1969. 

', － ~l.ムl :3 ) AH!!e:.?!il!~. 耳！iQi.OU.. "An Analy旦t~«Qf
1』Iexico’sBorder Industrialization Program，＇’ Mon-

IX アメリカ合衆国関税委員会の調査結果

il!Ji1『11di任問税制度の存廃をめくる国内の議論の

高まりを背；止に， 1969年8月刊日，ニケ、Fン大統

制iよ問悦主＇El会に対して，関悦泣く？＋＇； 80fi条と第807

7たに間連する経済的諸要因の羽交合命じ，同委員

会は「アメリカ合衆国の関税法第806条と第807条

の利用に関する経済的諸要因」と題する報告書を
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　エチェベリア政権の新法令
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提出した引 1）。

この報告査は多くの盟主要な重要因について検討し

た結果，付加価値閣税制度を廃止したばあいの効

果として以下の点をあヴているつ

(1) 現在アメリカが行なっている輸入品はアメ

リカ原産の原材料，中将財をまったく使用Lてい

ない製品またはその使用率の少ない製品に転換さ

れる可能性が強い。

(2) 19(i9年の実結から判断して，廃JLの結果，

外国での組立て，加工のための原材料，中間財の

輸出は 1｛~8000万～ 2 億5000万ト、ル減ゆ寸るのに

対し，輸入は3000方～5000万ドノレしか減少せず，

貿易収支は 1憧5000万ドル～三億ドル忍化するも

のとみられる。

(3）雇用に対する効果としては，付加価値関税

制度を利用する圏外での生産活動には約1:2万1000

人の労働者を雇用しているが，たとえこの制度が

廃止されたとしても，すべての雇用がアメゾカに

もどるとは Itえられず，ごくわずかならのにとど

まらざるをえない。

(4) 外国において行なわれる組立て，｝Jll工活動

に使用される原材料，中間財の生産のためにアメ

リカ国内で約3万7000人が雇用されているポ，こ

の制度の廃止によって，これらの雇用が大幅に減

少するとみられる。

以ヒのよろに関挽1委員会の報告書の内容；ま安価

な外国製品の輸入がアメリカ国内の雇用条件を悪

化させてv、るという AFL-CIOの主張と対立す

るものであった。

他方， i王ぽ同じ時期に『フォーチュー＞！誌に紹

介されたリソトfレ（I.I¥1. D. Little），スコット（Mau-

rice Scott），シトフスキー（TiborScitovsky）の共同

研究の結論もまたアメリカ労組の主張と反対の内

容のものであった日 2）。それは先進国の輸入の自
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由化がた量の失業をもたらすといち主張に反対寸一

るもので， OECD加盟22カ閣に対する輸入の影響

をとりあげ，それら22カ聞に対する発展途上国か

らの工業製品輸出力主1953～同年の実績を維持した

ばあいには，以後の数年聞の輸出額は約3億ドル

となり，かり tこその 3倍のり億ドJI.,になった土し

でも，それを1965年における発展途上国からの輸

入額に比例して配分すると‘アメ 1）カは年間：：惜

8700万ドルを輸入することになり，そのうち繊維

製品が 1億2200万ドル，衣料が7500万ドノレで，前

者は蹴維産業労働者の約 11%に相当する I万

1400人，後者は衣料産業労働者の 0.8%に相当す

る89仙人の雇／1Jを減少させること仁なるが，この

ようなもっとも影響の大ぎな部門でさえもその庁長

用の減少は自発的離職者数よりも少ないというこ

とを明らかにしている。

以上のように付加価値関税制度の存廃をめぐる

論争は，一応労働組合llllJに不利な形勢となった

が，労組側は国外の低賃金労働力の麗用によって，

アメリカ国内労働者数10万人の雇用が奪われてい

ると主怯し，低賃金利用のためのiiifc外工場建設な

ど，多国籍企業の海外投資を規制し，海外利益に

対する課税を強化し，付加価値関税制度を廃止

し，多国籍企業活動にきひしい制限を加えようと

する「ハートケ・バーク法案Jを支持しており，

メ干シコにとって事態り必ずしも楽観を許さない

ところにある。

(:; I) United States Tariff Comrni田 ion,Econo-

mic Factorsペグcctingthe Use of Items 807.00 and 

806.30 of the Tariff Schedule of the United 

States, Washing！，ヲn,1970 

(, l: 2〕 Fo,t川 ze,April 1970, p. 93. 

X エチェベリア政権の新法令

1970年12月1日に発足したエチェベリア政権は



I 輸入代替工業から輸出工業へ
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「悶境産業Jすなわち北部国境地帯に設立された

輸出加工産業がメキシコの経済発展におヤて果た

す役割の主要性をつとに認識し， 111境産業をその

経済政策の電点項目のーっとして取上げた。 1971

年3月15日に公布された「メキシコ合衆国関税法

第：ロl条第；1項に慢する新説Jlljj{ I 1 ）はiヨi政権（）

国境産業に対する姿勢をうかがうに恰好の資料で

あるが，おもな点を要約するとつきのとおりであ

る。

(1) 国境産業の活動可能地域を北古μ国培地帯の

みならず，全国の海岸線より 20キロメートルの地

帯に拡大することにより，低賃金労働力作j用型産

業だけでなしに，多国籍企業との提携をJillじて cl)

食品加工業のような新しい輸出産業の開発をはか

る。

(2) エf xベリア政権が発込以来hか：Tてきた

発展の地域的不均衡是正のために外国資本を利用

する。

(3) i草j尭産業が使用する原材料，中間財の免悦

輸入の条件を若干きびしくすることによって国療

の原材料，中間財の使用比率を高めてゆく。

(4) 北部国境地帯の賃金はメキ乙コの首金水準

からみるとがなり高u、jjに属しているので‘はる

かに低い賃金の地域（とくに南部）への企業の進

出を促進する。

(5) E C諸国においてもアメりかの付加価値関

税制度に類似した制度が生まれつつあるという事

態を持慮して，ヨーロ叶ノf企業の進出を促進する。

(6) 保税地域にメキシコ資本の工場を設立し

アメリカ， EC諸国から原材料，中間財を輸入し，

組立て，か工等の生産i汚動を行な..，えのちに付加

価値関税制度を利用して輸出するというおr／こな戦

略を開発する。

(7) 外［ii.Iのメーカーとメキシコむ本の工場との

聞に輸出加工に関する契約を結び，製品を輸出す

ると L、う方式を開発する。

(8) 合弁の保同工時を設立し，メキシコ側t土資

本を提供し，外国側は資本，技術，経営ノウハウ，

販売網，情報を提供L，製品を相手国や第3市場

へ輸出するTiJ能性を開く。

(9) 国境産業の発展がかなりの躍用を創造し，

労働者が工場での作業を通じて訓練され，農業労

働者がら工場労働者仁)II.~皮すると L、う手lj益は大い

に評価しつつも，それらの労働者がアメリカ的生

活様式の影響を受け，黄金として獲得した所得の

うちますます大きな部分をア占リカ製消背財の購

入にあてるという傾向を抑制する。

以上のような一連の志図がよみとれるが，そよ二

にじがってのような，外国資本性悪説は影をひそ

め，もし外国資本に弊容があるばあいには，それ

を最小限度に抑制しつつ，メキシコ経済の成長と

不均何発展の是正のために外国資本のもつプラス

の而を生かしてゆこうという諜軟た姿勢がうかが

える。

Ci主1) El Nuc,vo Reglamento clcl parrafo :=i 

del articulo 321 del C6digo Aduanero de los Esta・ 

dos l;nidos Mexicanos：立19,H3 n 11日川「官報J

に発表された。

XI 輸入代替工業から輸出工業へ

現在のエチェベリア政権は国境産業を重視し，

これを拡大するとともに，進出国と業種を多様化

する立国主i月らかにしているぷ，その背誌にじ，

輸入代替工業化の段階を終了したメキシコが，国

際収支面の問題点である経常収支の赤字を資本収

支の/'r，字によって補填するというノ；ターンからm1,

却するために，工業製品輸出版；大を達成しなけれ

ばならないという認識がある。第2次大戦後の歴

代政権に上って一貫して採用されてきた輸入代替
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ヱ諜化政策の神話に対十る反省もこれに影響をお

よぼしてし、ること i土たしかであるわ

この輸入代替工業化政策への反省は，メキシコ

土外国資本との問係の；計会討から生まhなもので

ある。メキシコに対する外国資本はまず第 1期に

は天然資源部門に投下された。石油産業はその典

明的な掌｛＞iJであろが，そのような投資比多額山口

本流入をもたらし，輸出を増大し，国際収支の改

に貢献する面はあったが，し／三いに十〆ヨ j II 

ズムの反発を誘発L，やがて悶有化というドラス

f・ ・＇.！ ケな結末を迎えることにた，た（；l: I 

上記の過程は1930年代後半のカノレデナス政権期

(19:,4年～iリ40年）でi王，ttfrし， 1940年代；二はし、る

と，第2次世界大戦という大きなできごとのため

に，メー＼ －＞コへの外国資本の注/1＼のあ I)}Jに十ノに

きな変化が生ずることになったコこの第2期仁；.t

従来の先進諸国からの工議製品の輸入が困難にな

ったため， メキ乙コは輸入代将1；業化川j茸をか7.,

始めた。そして閣内の幼稚産業保護のために高い

111悦障世合設け句直接的ぷ輸入制限措［立を講じた

が，そのような政策は第2次大戦が終了したのち

ιそのまま持続されたために，先進工業i斗は／ c¥・ 

シコに対する工業製品の輸出の道を閉ざされた。

そこで外河資本はメキシコのL~三部門の ii':業 i二社

する資本参加という形態をとることになり，自動

.l＼＇；工業，品業よ H機械，薬品，製品1＼：などの分野ι外

用資本が進出した。この第2期の外国資本が進出

した工業部門はおおむね「規模の経済」乞経滋戦

略上のメリヴ i、とする傾向が強L、。し山し，すで

に述べたようなメキシコの不均衡な経済成長過躍

は園内に？干しヤ！？？得分配の不平守を生引臼し口、

るため，国内市場はおのずから制限されたものと

なり， 工業生産は「規模の経済 jのメ ＇｝ ソトをオ

分に利用することができず，高コスト，低利潤と
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いう事態に当面した（注2〕。

他方，輸入代替工業化はたしがに輸入工業製品

の国産品による代替にかなりの成果をあげ，外貨

を節本Jしたものの，時以，設（恥中i尚財，技術導

入経費たどに多額の外貨支出乞必要としたため、

国際収支にとっては，実質的にマイナス要因とな

け，メキシコの通常収支は慢性的な赤字状鮮とな

り，これを資本収支の黒字でカパーするというノξ

々－＞が持続すゐことになったυ 本来は外貨Ni拘

を主目的とした輸入代替工業化が結果的には外貨

石足士壮大したというう1実は招2次大i1没後の日代

政権によって一貫して遂行されてきた輸入代替工

主化に吋するhZ百を坐み出し、外貨獲得のための

他の方策すなわち輸出拡大政策が求められる三と

Lな）え。エー千ェベ ，） γ政権が国境庄市に期待を

かけて L、るのもとの主ろな理由がらである。

ここにメキシコと外国資本の第3の対応関係が

'1てまれた。すなわち， Jji代世界では員重な資源と

なった訓練可能な低賃金労働力と世界的規模で活

的する多国籍企業の資企力，経営ノ，7ハウ，世界

的な情報網，販売ネットワークを結合することに

Jこって，世界市！易を対象とする輸出工業を伝興す

るというアイデアである。このような新らしい対

店関｛系は輸出の拡大という点で法第 1J{ijの天然資

叫へ円外国投白と同ピ効果企もち，しがも天然資

源の所有権やその枯渇という問題に抵触しないの

でナンコナリガムの反発を和くおそれも少fよい

また国内の労働力に雇用と職業的訓練の機会を提

供しうるとU、う意味では者tことって好主しい協調

的関係とみられている。このような事情はメキシ

コ以外山諸国と多国符企業とし川対応聞係に：！5L、て

もみることができる（内3）。

(L l) メ千シコ (J'｛； 油産業 J発展 1,,1有化rJι ぐ

るJ百1:11：起についてはt:H秘「悶有化以後におけるメキシ
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2 国営 i111l1ii':業川発展」（u，.ジア川流』第ll f子第4,; ) 

を参照されたL、。

（注 2) メキン がラ Iン・ γ メりカぶ＇ c¥,壬済統；，, 

i'.J 111貿易市場の災：［）lに積極的な役；l却を県たした理!110

れとつけ三のよ次冷工業制，fr',i!f J;Il '1• 限界 t,tJ似しよ円

というぷi設であ Jfこ。

（注3) 台湾，幹回， シンカポーノレの鮮側はよf如l

リれて町、iJtJ；，一： il以タ：.，.川＇1で』I，デノレ F 〆タ・｛二

ターナシ zナノレ社はアルゼンチンの食肉加工業に巡山

ディヘロッソ 4 ント・ 7ン！・リソャ ヘtJ:l土.( 

がスカノレから加工食肉をヨーロッパへ供給し‘ ブォー

l社［主’ヲジル 生産 LtI』動産：＇： 1,,r，占を iiり九

ーロソハの工場へ供給 L，オリヘソティ社i土スベイ J

ヤポータプノレ・ 1タイプライター今 ~Ut L, グライ y、ラ

、tl:はス〆i，｛ ンf’J,ktL ! 11動ti，ゐ，＇，r'，を y ンス＇ ii 

立工場へ供給し，ブイア＇／ト社とオベノレ 11：はユーゴス

Fピア L生産し／＿ i'I i/Jヰ， (;I；，＇，占をイ：. ，；ア ］イツヘi:I、

給L，ユナイテッド・プライウ γ ド社はベノレーと紳凶

？生産 I！ベニ 7釈をアメリカ本1:iヘ供わ iていプ！っ

XII おわりに

1961年にロペス・マテオス政権 (1958～1964年〉

によって始められた［国涜計画j：土デ f f ス・，~·

ルダス政権（1964～1970年〉にひきつがれ， 1966年

の「国境工業化計画jぺと拡大，発展主7.1,，その

後， 1960年代後半にかけて予想を上回る実績をも

たらしたっ 1970ffl2月 1Flに発J止し， 村（戸間メ六

シコの悶政をt司当する現在のエチエべリア政権

(Lu 

し’いちはやく i司境産業に関する新法令を公布し，

積極的な姿勢を示している。本稿ではそのような

メキシゴの国境地帯工業化政策の進展とその過淫

で生じたいくつかの間題点について検討を加えて

きたが，ここで悶境産業の今後の発展の可能ttに

ついて若干の展望を試み，本稿の結びとしたい。

二れまでの実請をもとにして， i認境在主として

成功した業種に共通する点をみると，（1）総生産費

のうち労働力コストの比率が高いこと、（2）規模、η

経済性への依存度が低いことの 2点がとく仁きわ

だっている。具体的にはエレクトロニクス関係，

小型・'E-ータ一、 ミシン．旋盤などの軽工作機柑，

繊維製品，皮革製品，家具などの木工品，食品加

工業たどである。

この上うな Jリット（土最初に着目したアメ I）カ

のエレクトロニクス工業はいちはやくその生産を

式キラコはじめその他の発展途上国へ移転した。

たとえば， 1969年の第3四半期にアメリカで販売

主れf二子レビの約3分の 1は外国産でふり，しか

もそのかなりの部分は外国に設立された支社ない

Lはj三会社の製，＇，古であったし‘ラジ寸の場！？には

その比率は販売総数の約70%に達している。この

傾向い今後もれf市する 1，のと ι九られらが，労働者

の技術的水準の向上とともに，白黒テレビ、からカ

ヲー・干レピというように精宿度の高L、ものをも

生産するようになるものとみられるコ

ヱチzベリア政権が国境産業の活動範囲を北部

！斗境t也帯から1店長J地借全域へと拡大したことはす

でに述べたとおりであるが，この措置はメキシコ

の輪出産業に新らしい発展の司世性を開拓するも

のとみられる。メキシコがいまや貴重な資源とな

りつ勺ある低i主会労働力を豊富にかかえてu、るこ

とは多国籍企業進出の主要因であったが，このほ

加にメキシコは［気候］とU、う比較優位の条件を

官！？？えているので．この両者を結合することによっ

て食品加工業が新ら Lい輸出産業として発展「る

可能性は大きい。

第 2次大戦以後，メキシコは輸入代替工業化政

策を推進してきたが，その反面におし、て農業開発

を軽視する傾向があったことはいなめない。その

結果，：11業生産の伸びは人口増加率を下回り，食

料の輸入に貴重な外貨が消費されるという事態も

生じた「また民業の停滞は食料品価格の上昇，工
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業賃金の上昇， 一般物価水準の 1::¥1,インア LE力

長，輸出競争力の低下，外貨不足という形で！J.J際

収支に対する圧力とな－ ) －ぐさたの

温暖なメ 1二シコの気候条件のもどでウ吉に生産

されゐ果’＇k,野菜を保存用食料として力11工寸、るf1:

業はきわめて労働集約的であるが噂 これに多111f:{ 

企業の資本ラ ,:iv,ti，経’／＇＼ I 1'1ハウ， ：；s上び lブ 了i

ンド」が参加すおことによって．従来；.t¥1.Ji}すのこ

く小規柊なiii喝しかもたなか－：，／＿こ加了.ru斗i山が111-

界市場lnJけの商Jむとなり， t＇｛業全紙 i汚泥与をか九と

りヲ支された部門から主主i斉5c/fをの！山ffif;iW1i二：！な：；手tさ

せる可能性が生まれるであろう。

すでにハインツ社はメキシコiこ才Jける＇~イト、F

プルの収樺期を；3カ月から示カ Jj；二延長ずること

に成功してU、るが，パー：て・アィ；！江戸スパラ力、

ス， りリフラけーの冷i京｝JIIJ二 ヂル・モンニ子社Cl、

チレ、 こしょうおよび白桃のむ11工というように，

現地の農民との協調関係を基礎として品組改良‘

生産性の向上をi圭11.ltしつつあるn ごれらは通常の

企業進出として，かなり不利な条付のもとで行な

われてきたものであるが，国境産業としての1·~遇

措置が適用されるこどによぺて，

発展が期待される部門である。

今後いっそうわ

づぎに無視することのできない要因としてアメ

リカの対中国政策の転換の影響があゐっ印刷年代

には-l.＂ネ弓ノレ・インス、ソ／レメンツ社， づか：fミ7 J¥, 

？土，モトローラ社、

ディ、ゾクス社，

フィルコ・ブす一 iご社‘ J、、、, 

アービンtl:, ZミC A十土， ゴンゾ 11

デーテッド・エレクト ¥1ニケスtl：，クリントンti,

TRWll；，テご号、すス・インスツルメンヴt±.I B11 

社， アンペックス干上などアメリカのエレクトロニ

クス関係の－－流企業が，あいついで台湾い進出し

た。その主たる要肉は香港の 2分ぷ） 1‘河ドイ、、ノ

の10タ｝ ], 
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アメ 1))J本！五のど（）分の 1とL、う！l＼託金

？？ふ ー私ー、一戸、 ・JIι 、

L，う、し， ニケゾン大統制の中川訪問を契機とす

る米中関係の新たな民間をめぐる国際情勢の変化

により， ｛1河川輸出ゴfllliとしてわJ也位が不安定と

/ ( .• ）たため‘）住／！＼企主tハちく；；tf,i舟工場の移転士

H J、IせざるをえなL、事態どな ,tこu その上うなJ¥1,

写モIJii主｜：‘11] 円 t,:7 で、lf1ld,,._' -
11, , 

J＿；リ， 1r11;r,~r立l ↑不；二：／ 51. 、てすl すべての［tj と友好間保

を柑1:fL C，、る J '; ＇＿，・二 1のI.ElI，：＇.，＇.地帯力、；注目されら

の；士、1，然山成行＇：：：： I, ＇え上う。

士山ヒうな lドrig,tf， 担l~fこまJ して， ア犬 I＿）カ；二／〉

ぐJミ；iをh二な 、てきたわが同企業の多国籍活動に

も大きな自己特企及ぼしてし、るが，わが国のばあい

は，モれに力［l えて，円，•）l刀｜：げと再＆：の変動相場制

f H了によ ｝て輸出直'ii\ 白 tJ:·M；，；~；こなり，国際，n·士号に

おけと3詑争力に／〉、；「；Jが九えはじめていること，

さんには「ll内山民ノ士，｝：！-1J:Jl大rj而なヒ昇傾向などの

1要閃が示； i~ -）亡、 の海外iffilUXl:：欲が;l';jまるに

つれて． ' •＼－シ II t:J山地帯山崎i/Ll基地に対する間

,C,、がi白主ーてゆくもの Eみ九れる。 『ビジネス・

ウィーク『1

のべていたー

す ：： I二1()7コ平初頭につぎのように

「昨年末に 11本山虫、る電子工業企業

が祖立て－，－ラントを太平洋を沌ってメ：干シコ同i完

へ運んt'.., こび〉こと；土， 日本企業がアメリカ iこと

つての台i与や骨；,i主；二十11当仁るもの， すなわず〉低賃

金労働力の－~＇－.•！を発見したことを示すととも

に， G年日企迎えたメ、亡シゴ υ）“国境工業化計画”

の新たな発展ω同j事を示すものである。 ・ い ;t

や低賃企労働力平1]iはのべ子弓ンである同本企業が

メ￥シコに進wしつつあり， テ fつア十の新工i思

からは 1（ゆドルの電卓が山荷されつつある。臼動

車の大手メーカーホ1助用地を視察しており， ？ 

メリワ戸l内円ゆン・ディヱニflこ組立工場を設立す

る予定のた子電子メーカーは年内＇こは凶境を二え
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てメキシコにi輩出するものとみられる。悶境産業

のあるコンサルティング会社の社長は“われかれ

は今後 6:f7)lt詰jにR本の企業活殺到するものと予

期している”とのべている。このほか， EC諸国，

オーストヲリア，カナグ／う、らも襟察回日訪れてい

る」（注 l）。

数年前まで，国境地帯の工場は社名標識を掲げ

ず，ガードマンが周囲を見躍り，近づくものを追

ヤ払ったために，覆面企業－山了，JJとよばれ、その実

態、はあ／）＼、 ＜＇l仁ーノレにつ－）tれていたο それiま労

働組合の攻撃をおそれたアメリカのj輩出企業のカ

ムフラージュの手段であったが，結果的にはメキ

シコ国境地帯：の保税加工i乏をアメリカ企業が独占

するという事態をもたらした。このような特定の

外国への過度の経済的依存関係はメキシコにとっ

て好ましいものではなく‘外向資本との！泊所ミを多

様化することが不可避のf課題となっている。

現在のエチ 1 ベリア政権は，大統領の最初の外

遊固として日本を選んだこと，大統領自身の発案

による留学生交換計商の実施（毎年10付d一つ6年

間継続，すでに第3回目を迎えといる），日航機のメ

キシコシティ乗入れ協定などにみられるように，

きわめて親日的性格の政権であるがCll：二 2），その背

景にはラ J:.,r己のような外凶資本との関係の多様化

の有力なメンバーとして日本との経済関係の拡大

を望んでいるという事実がある。経済政策の運営

に際してはrr;um論よりも「ケース・パイ・ケース」

を旨とし，しれも大統領の権｜設が他のすべてに優

先するというメキシコの国情からみて，わが国企

業の国境地帯への誘致にあたってはかなり柔軟な

受入れ体制をもって迎えるものと思われる。その

ような意味からもメキシコ lJ~境をめぐる事態の進

展は今後ますます興味深いものとなってゆくであ

ろう。

( It 1 ) Business Week, 1972. 1. 22, p. 36. 

(d 2〕 エマェ〆 ，；ア政権の判111＇ゾ主主絡の政 Ir,,1・-.1, 

iLコ的背景と 1::1:;;; 1 Iっついてt；，干rl'I雄教疫に仁川、

現地での生活体験にもとづいた，政治学者としての長i

L、考祭がなされている。（石田雄『メヒコと［1本人－

:'r三世界で考ヌ 7,，』 東京大字Ill）以外 1973年 14～3:J

ージ）。

（村｛奇成長調査，＇，）
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